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●今月の特集

高血圧症

●ヘルス・アップ・ノート

症J犬を伝えるコツ
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新築移転とグループホームの新規
開設、通所リハビリの定員増で様々

な福祉サービスができるようになり
ました。また、中部徳洲会病院とも

近接 しておりますので安心 ・安全な

医療連携もできます。これからも入
所者並びにそのご家族や地域の方々

に喜んで頂けるような福祉サービス

を目指 し、職員一同 国々のサービス向上に努めてまいりた
いと思いますので、今後とも宜 しくお願ぃ致します。当施
設に対 してお問い合わせの際には、ご気軽にご連絡 して頂
ければと思います.
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去る 1月 4日 、介護老人保健施設おきなわ徳洲苑の新築移転と認知症
対応型共同生活介護グループホーム美ら徳の新規開設を記念 した祝賀会
が行われました。同祝賀会では特定医療法人沖縄徳洲会の安富祖久明専
務理事が主催者として挨拶し、来費としまして徳田哲 ・徳洲会副理事長
と東門美津子 ・現沖縄市長が祝辞を述べられ、新川秀清元市長が乾杯の

発声を行いました。
おきなわ徳洲苑 (80床)は 、地域の皆様のご協力で徳洲会グループ初
の老人保健施設として平成6年にオープンし、おかげさまで今年で19年目
を迎えることができました。またグループホーム美ら徳 (定員9人)を新
規開設でき、これからも地域の方により良い福祉サービスが提供できる
よう頑張って参ります。
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介護老人保健施設おきなわ徳洲苑
は、平成6年のオープンし今回新築

移転にあたり認知症対応型共同生活

介護美ら徳を開所 しました。また通

所リハビリ (デイケア)の 定員20人
から80人へと増やしました。これも
一重に地域の方に支えて頂いたため

と思っております。
これからも入所者の方や、そのご家族、地域の方々によ

り良い快適なサービスを提供 して行きたいと思っておりま

す。これからも宣しくお願い致します。

A保健施設おきなわ徳対

徳田哲冨J理事長 安富祖久明専務理事

ゴ
材
と費



ご春u用者募集中

題 箱微 ■

I中 部徳淵会病院との強力な連携
■利用者のレベルに含わせた者々の機能訓l練をぜ快通で広々とした空間で■提供
Ⅱ看護・介護の畑載と技術に加え、優しさと美顔を添えて心を込めた対応

広t 浴ヽ室でリフレッシュ

職員が見守り又は介助にて
安全な入浴をご提供。

□腔機能の維持、改善を行い
ます。

13:00～

:お袋わ

め尊負「じ
専門の職員が利用者の心身

機能の状況等を評価し、個居」
にリハビリを行います。

管理栄養士が個々に合った
栄養管理を行い、おいしいお
菓子も手作りにてご提供。

溜撚離 おきなわ穐胡元
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楽しい1日の始まり
運転手と介護職員でお迎えに
イ子きます。

息七あ げ
安心して過ごして頂くために血
圧演」定等、身体の調子を確認
します。

専門の購 赫 怪警≧所 抱
機能の状況等を評価し、個居J
にリハビリを行います。

!轄
管理栄養士が1□々 に合った
栄養管理を行い、行事や季節
に合わせた食事をご提供。

皆と一緒に楽しく体操やレク

リエーションを行います。
「明日も行きたいなぁ」
運転手と介護職員で自宅に
お送りします。

098。939。8405(代表)



２
月
１４
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
そ
も
そ
も
は
、

炭
す
る
秦
を
故
郷
に
残
し
て
戦
地
に
赴
く
と
士
気
が
下

が
る
と

い
う
理
由
で
、
時
の
三
帝
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
２

せ
が
兵
士
の
賂
姻
を
然
じ
て

い
た
と

い
う
、
３
せ
紀
の

ロ
ー
マ
の
話
。
具
説
や
さ
ら
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
そ
こ
で
、
法
を
荻

っ
て
兵
士
を
結
賂
き

せ
た
司
容
ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ヌ
ス

（バ
レ
ン
タ
イ
ン
）
が

捕
ら
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
の
が
、
２
月
１４
日
。
そ
の

ウ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
を
讃
え
て
、
こ
の
日
を
赴
人
た
ち

の
日
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
男
女
と
も
に

〓可
Ｓ
ヨ

く
震
弔

く
”】留
↑“君
・〓
や

↓百
●
工
く
く
”】留
一一君
」
と
言

い
た
カ
ー

ド
を
添
え
て
、
赴
人
や
親
し

い
人
に
花
や
ケ
ー
キ
年
を

贈
り
ま
す
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
チ
ョ
ョ
レ
ー
ト
を
贈
る

習
慣
は
１９
せ
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
の
製
某
会
社
が
発
売

し
た
贈
答
用
の
チ
ョ
ョ
レ
ー
ト

・
ボ

ッ
ク
ス
な
ど
に
始

よ
る
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
１
９
８
６
年
の
、
や
は
り

裂
某
会
社
に
よ
る
宣
伝
丈
が

一
示
古

い
記
録
と
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
女
は
か
ら
チ
ョ
ヨ
レ
ー
ト
と
と
も
に

災
を
告
白
す
る
日
と
し
て
丈
汚
し
た
の
は
１
９
７
０
年

代
の
後
半
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
次
第
に
、
赴
災
恐
情
ね
き
で

「お
つ
き
あ

い
」

を
尊
重
し
た

《義
理
チ
ョ
ョ
》
や
、
男
性
か
ら
女
性
に

贈
る

《主
チ
ョ
ョ
》
、
女
性
同
士
で
の

《友
チ
ョ
ョ
》
と

い
っ
た
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ｌ
ヶ
月
後
の
３
月
１４
日
、
バ
レ
ン
タ

イ
ン
の
五
礼
と
し
て
男
性
か
ら
女
性
に
贈
り
物

を
す
る

「ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」
も
普
及
す
る
よ
う

に
な
り
、
韓
回
で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
も
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
に
も
贈
り
物
を
も
ら
え
な
か

っ
を

オ
同
士
が
黒

い
服
を
着
て
集
ま

っ
て
、
炸
醤
麺

（黒
味
噌
妙
め
麺
）
を
奈
べ
た
リ
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
す
る

「ブ
ラ
ッ
ク
デ
ー
」
が

き
ら
に
ｌ
ヶ
月
後
の
４
月
１４
日
に
行
な
わ
れ
て
、

翌
年
の
１
月
１４
日
ま
で
み
月
１４
日
の
記
念
日
が

様
々
に
設
定
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

よ
く
劇
場
に
近
う
あ
る
友
人
は

「
い
つ
遭
難

し
て
も

い
い
よ
う
に
」
と
死
談
交
じ
り
に
、
常

に
チ

ョ
ョ
レ
ー
ト
を
鞄
に
愁
ば
せ
て

い
ま
す
。

祝
劇
ヤ
に
お
腹
が
鳴

っ
た
り
、
睡
魔
に
実
わ
れ

て
困

っ
て
し
ま

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

チ
ョ
ョ
レ
ー
ト
だ
と
盗
べ
て
も
お
せ
ん
べ

い
の

よ
う
に
音
が
し
ま
せ
ん
し
、
谷
ま
れ
て

い
る
カ

フ
ェ
イ
ン
に
は
見
理
作
用
も
あ
り
ま
す
。

抗
酸
化
成
分
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
綻
皮
に
よ
く
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
役
立

つ
こ
と
は
、
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
カ
オ
に
谷
ま
れ
る
ギ
ャ

バ
に
は
精
神
安
定
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

緩
り
す
ぎ
に
は
注
意
が
典
要
で
す
が
、
チ
ョ
ヨ
レ
ー

ト
を
奈
べ
て
ほ
っ
と
す
る
の
も
事
実
で
す
ね
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ

ョ
コ
レ
ー
ト



― 学競 募
●
血
圧
っ
て
？

そ
も
そ
も
血
圧
と
は
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
波

が
、
血
管
の
壁
に
与
え
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
心
臓
は

収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返
し
て
血
波
を
送
り
出
す
の
で
、

心
臓
の
収
縮
に
よ
り
血
圧
が
最
も
高
く
な

っ
た
時
が
収

縮
期
血
圧

（
一
般
的
に
呼
ば
れ
る
上
の
血
圧
）
、
心
臓
の

拡
張
に
よ
り
最
も
低
く
な

っ
た
時
が
拡
張
期
血
圧

（下

の
血
圧
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

血
管
の
壁
は
し
な
や
か
で
弾
力
性
が
あ
り
ま
す
が
、

高
い
圧
力
が
長
い
問
血
管
に
か
か
る
と
、
こ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
に
血
管
の
壁
が
厚
く
な

っ
て
き
ま
す
。
そ

し
て
、
し
な
や
か
さ
や
弾
力
性
が
失
わ
れ
、
血
管
は

硬
く
な
り
、
な
か
に
は
血
管
の

一
部
分
が
狭
く
な

っ

て
き
て
し
ま
う
の
が
動
脈
硬
化
で
す
。
す
る
と
さ
ら

に
血
圧
は
上
昇
す
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
、
血
波

を
送
り
出
し
て
い
る
心
臓
に
も
負
担
が
か
か

っ
て
し

ま

つヽ
の
で
す
。

●
高
血
圧
っ
て
？

血
圧
は
３０
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
高
く
な
り
始

め
、
通
常
、
下
の
血
圧
か
ら
先
に
上
が

っ
て
き
ま
す
。

６０
歳
を
過
ぎ
る
と
上
の
血
圧
も
上
が

っ
て
き
て
、
下

は
逆
に
下
が

っ
て
き
ま
す
。
高
血
圧
の
初
期
は
下
の

血
圧
が
高
く
な
る
の
で
す
が
、
年
を
取
る
と
動
脈
硬

化
が
進
む
た
め
に
末
梢
血
管

の
弾
力
性
が
失
わ
れ
、

下
の
血
圧
が
下
が

っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
上
と
下

の
ど
ち
ら
か

一
方
が
高

い
状
態
で
も
高
血
圧
な
の
で

す
。一

般
的
に
、
上
と
下
の
血
圧
の
差
が
小
さ
い
と
初

期
の
高
血
圧
、
差
が
大
き
い
場
合
は
下
が
低
く
な

っ

て
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
し
ま

っ
た
状
態
で
あ
る
こ
と

が
多

い
よ
う
で
す
。
血
圧
は
、
下
の
血
圧
が
上
が

っ
て

き
た
初
期
の
段
階
か
ら
し

つ
か
り
と
ケ
ア
を
し
て
い
き

ま
し
よ
う
。
わ
が
国
で
は
、
日
本
高
血
圧
学
会
が
日
本

人
向
け
の
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
収
縮

期
血
圧
‐４０

ｍｍ
Ｈｇ
ま
た
は
拡
張
期
血
圧
９０

ｍｍ
Ｈｇ
以
上
を
高

血
圧
の
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

●
高
血
圧
だ
と
何
が
悪
い
の
？

高
血
圧
に
な
る
と
、

つ
ね
に
血
管
に
刺
激
が
か
か

っ
図
１

て
、
動
脈
を
痛
み
や
す
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
、
血
波
を
高

い
圧
力
で
送
り
だ
し
て
い
る
の
は

心
臓
の
た
め
、
心
臓
も
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と

し
て
、
疲
れ
や
す
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
高
血
圧
の

5

成人における血圧値の分類

分類   収 縮期血圧   拡 張期血圧

至適血圧  <120   か つ  <80

正常血圧  <130   か つ  <85

正常高値血圧 130～ 139ま たは 85～ 89

軽症高血圧  140～ 159ま たは 90～ 99

中等症高血圧 160～ 179ま たは 100～ 109

重症高血圧  ≧ 180  ま たは ≧ 110

収縮期高血圧 ≧140   か つ  く 90

(日本高血圧学会 2009年 度版)



J岬 L高 血圧を予防する生活習慣」Wヒ
●塩分を控えた食事が基本

食生活で最も重要なのは、塩分を控える

ことです。血圧が高い人は、1日の塩分摂

取量を6g未満にすることが目標です。外

食の際も、メニューなどに表示されている

栄養成分表示を見て選びます。またカリウ

ムは、ナトリウム (塩分)の 排出を促すた

め、野菜や果物などカリウムが豊富な食材

を使つた食事を選びましよう。

●少しきつめの有酸素運動を行う

運動はウォーキングのような有酸素運動

を1日30分行うのが目安です。1分間の心

拍数が90～ 110に なる程度の少しきつめ

の運動が勧められます。10分ほど早足で

歩いたあと、5分ほどゆつくり歩くとムリ

なく継続できます。運動をしている最中は

血液循環が良くなつて血流量も増し、一時

的に血圧は上がりますが、有酸素運動を継

続して行うと、長期には高血圧の人|よ収縮

期も拡張期も血圧が下がつてきます。また

運動は肥満や不眠の改善につながります。

※こんな運動は注意

重量挙げや懸垂など、筋肉が収縮したまま動かないような運動は、

息を詰めてする無酸素運動なので高血圧の人には危険です。また、人

と勝敗を争うスポーツも血圧が驚くほど上がることがあるので気をつ

けましょう。

、|′

●質の良い睡眠を取る

睡眠中に目が覚めることがなく、深い眠

りを得られるのが質の良い睡眠の条件です。

睡眠時無呼吸症候群という病気があると、

睡眠の質を損ねるので対処が必要です。深 .ざ

い眠りを得るためにも、日中は活動的に過

ごすことが大切です。

●ストレスや急激な温度差にも要注意

怒り、悲しみ、緊張が続く、つらい体験

などによるストレスを情動的ストレスとい

います。高血圧との関係はいまだに分かつ

ていない面もありますが、少なくとも一時

的には血圧を上げる要因となるのは間違い

ないようです。高血圧の予防にもストレス

はなるべく早く解消し、心身ともにリラッ

クスすることがよいようです。入浴、アロ

マテラピー、マッサージなど、自分なりの

リラックス方法を見つけるとよいでしょう。

また寒くても血圧は上がります。季節による血圧変動は冬が一番高く、

心血管病による死亡率も冬が一番高くなつています。廊下やトイレ、

浴室も十分暖かに、部屋ことの温度差が少なくなるようにしましょう。

お風呂は熱い湯を避けて長湯せす、38～42℃位の湯に5～10分入るく

らいが良いようです。高血圧の人は、冷水浴やサウナは控えましょう。

状
態
が
続
く
と
心
臓
は
過
重
労
働
に
対
応
す
る
た
め
に

心
肥
大
が
起
き
た
り
、
動
脈
は
動
脈
硬
化
に
な
り
、
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま

た
腎
臓
の
機
能
も
低
下
さ
せ
、
場
合
に
よ

っ
て
は
人
工

透
析
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
高
血
圧
の
タ
イ
プ

高
血
圧
に
は
い
く

つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
血
圧
の

変
動
の
リ
ズ
ム
や
、
原
因
が
異
な
り
ま
す
。
高
血
圧
を

見
逃
さ
ず
、
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
健
康
な
場

合
の
血
圧
の
変
動
の
リ
ズ
ム
を
知
り
、
自
分

の
タ
イ
プ

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
食
事
や
睡
眠
、
ま
た
は
ス

ト
レ
ス
な
ど
で
も
変
動
し
ま
す
。

血
圧
を
調
整
し
て
い
る
の
は
自
律
神
経
で
、
交
感
神

経
と
副
交
感
神
経
か
ら
成
り
ま
す
。
交
感
神
経
は
主
に

活
動
時
に
優
位
に
な
り
ま
す
。
活
動
性
の
高

い
と
き
に

は
、
臓
器
が
多
く
の
血
波
を
必
要
と
す
る
の
で
、
交
感

神
経
が
働

い
て
心
拍
数
を
増
や
す
た
め
、
血
圧
が
上
が

り
ま
す
。
逆
に
、
身
体
を
休
め
る
と
き
は
副
交
感
神
経

が
働

い
て
心
拍
数
が
減
り
、
血
圧
が
下
が
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
血
圧
が
基

準
値
を
超
え
て
い
る
状
態
が
続
く
の
が
高
血
圧
で
す
。

高
血
圧
に
は
２
種
類
あ
り
、
原
因
が
は

っ
き
り
特
定

で
き
な

い
本
態
性
高
血
圧
と
、
別
の
病
気
が
原
因
で
起

こ
る
二
次
性
高
血
圧
の
二
種
類
が
あ
り
、
９
割
は
原
因

が
前
者
タ
イ
プ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
者

の
場
合
、

原
因
疾
息
の
治
療
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
加
齢
に
伴

っ
て
増
加
す
る
の
は
本
態
性
高

図
２

6
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血
圧
で
、　
一
般
に
高
血
圧
と

い
う
場
合
は
こ
ち
ら
を
指

し
ま
す
。
原
因
が
は

っ
き
り
し
な

い
か
ら
と

い
つ
て
手

が
打
て
な

い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
と
な
る
原
因
疾

患
が
な
い
だ
け
で
、
血
圧
を
高
め
て
い
る
要
因
は
あ
る

は
ず
で
す
。
血
圧
を
上
げ
る
要
因
を
取
り
除
き
、

コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
血
圧
と

一
口
に
言

っ
て
も
常
に
血
圧
が
高

い
タ
イ

プ
や
就
寝
中
に
高
く
な
る
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
、
医
療

機
関
で
測
る
診
察
室
血
圧
と
、
家
庭
で
測
る
家
庭
血
圧

に
よ

っ
て
、
次
の
３
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
持
続
性
高
血
圧

診
察
室
血
圧
と
家
庭
血
圧
の
ど
ち
ら
も
、
基
準
値
を
上

回
り
、
い
つ
も
血
圧
の
高
い
状
態
に
あ
る
タ
イ
プ
。

●
白
衣
高
血
圧

医
療
機
関
で
は
緊
張
な
ど
で
血
圧
が
高
く
出
る
タ
イ
プ
。

●
仮
面
高
血
圧

医
療
機
関
で
は
正
常
だ
が
、
家
庭
で
高
く
な
る
タ
イ
プ
。

●
家
庭
血
圧
の
測
定

病
院
や
診
療
所
で
の
測
定
以
外
に
も
大
切
な
の
が
家

庭
で
測
定
す
る
家
庭
血
圧
で
す
。
自
宅
で
測
る
と
日
常

で
の
正
し
い
血
圧
が
測
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
正
常

血
圧
の
場
合
で
も
、
自
分
の
血
圧
の
リ
ズ
ム
を
知
る
う

え
で
、
家
庭
血
圧
の
測
定
は
大
切
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
正
確
に
測
る
に
は
心
臓
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
計
測

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
上
腕

（
二
の
腕
）
の
血
圧
で

行
う
上
腕
血
圧
計
で
測
り
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
血
圧
の
測
り
方

朝
と
晩
に
２
～
３
回
ず

つ
い
く

つ
か
の
条
件
を
守

っ

て
測
り
ま
す
。

【朝
に
測
る
と
き
】

起
床
後
１
時
間
以
内
に
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、
食
事
前
、

降
圧
薬
を
の
む
前
に
測
る
。

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
は
起
床
後
１
時
間
以
内
に

起
こ
り
や
す

い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
の
血
圧

を
測
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
勝
脱
に
尿
が
た
ま

っ

て
い
る
と
、
交
感
神
経
が
活
発
に
な
り
、
血
圧
が
高
め

図

３

に
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
事
を
す
る
と
血
圧
が
上
が

り
、
降
圧
薬
を
の
む
と
血
圧
が
下
が
る
た
め
、
そ
の
前

に
測
り
ま
す
。

【夜
に
測
る
と
き
】

夜
は
、
飲
酒
後
や
入
浴
後
で
あ

っ
て
も
、
必
ず
寝
る

前
に
測
り
、
血
圧
の
測
定
を
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
し
ま

す
。こ

の
よ
う
な
条
件
を
守

っ
て
測
定
値
を
記
録
す
る
と

血
圧
の
リ
ズ
ム
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
受
診
時
に
測

っ
た
結
果
を
記
録
し
た
も
の
を
医
師
に
み
せ
る
こ
と
で
、

合
併
症
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
時
刻

と
心
拍
数
も

一
緒
に
記
録
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
受

診
す
る
際
は
、
受
診
日
の
前

の
１
週
間
の
う
ち
、
３
日

以
上
測
定
し
た
も
の
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
基

準
値
を
上
回
る
日
が
１
週
間
の
な
か
で
５
日
以
上
み
ら

れ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

●
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
そ
う

高
血
圧
を
放
置
し
て
お
く
と
、
脳
卒
中
な
ど
の
重
篤

な
病
気
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
食

生
活
、
運
動
、
睡
眠
の
改
善
を
試
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の

３
つ
を
見
直
す
こ
と
で
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
高

血
圧
を
放
置
せ
ず
に
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と

で
、
高
血
圧
が
原
因
と
な
る
病
気
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

7

家庭血圧の正しい測り方

●袖はまくり上げて、裸の工の腕にカフを巻く。
●カフは肘関節にかからないように巻く。
●腕は机などに乗せ、心臓と二の腕が同じ高さに
なるようにする。必要があれば枕などで支持し、
腕は前に伸ばして、二の腕の緊張を解く。
●極端に腕が太い人は大型カフを、極端に細い人
は小型カフを用いるとよいでしょう。

測る腕は利き腕が原則です。

しかし左右の差が大きいときは

高いほうで測りましょう。



◆導酪づ句

ねぎのグラタン

材料 (2人の

長ねざ (中)… ……………・…2本

パター……………………大さじ1

ホワイ トソース (缶)…Ⅲ…1/2缶

パセリ (みじん切り)…………適宣

粉チーズ………………適量大さじ1

1人あたり1 60kcal

つくり方

長ねざは実の部分も捨てすに4

等分に切る。パターで軽く焼き

色がつくまで焼く。

2耐 熱容器2つにそれぞれ、長ね
ぎを半量すつ敷き詰め、ホワイ

トソースを半量すつかける。

3粉 チ
ーズ、パセリを半量すつか

モ
路

/着 喜モ、ち 系 の治用 こ効果があるといわれてきましれ これは ね割こ含まれ朝 郷 よ 琳

〕魯暑宅晨琶苫整審穐し守請≧梶電電岩名秘柔ギ孫岳名3琶穐高稲株亀笛だ足譜:号各試4毯R措樹畳
〕縫告増岳テたR識置履こ蛍鏡玉輩紙塾ぽЪ是告酪晶踏晋

西洋占星術 りんね

おひつじ座 思い込みを捨てて、苦手だと思つてしヽたこ て/Lびん座 体の調子が良い時なので、軽しヽスポーツ

爺 猟紆繹閲 願 翻 隆事i景号 像機 雪F勤磐   萱 畳岳
おうし座 今 まで上手くしヽかなかつたことの原因が見

汗  4/20つ かる時。小さな勇気が幸運を呼びます。

5/と0人
との会話を大切に ′

☆海  ◆ 水玉模様

8、たご座 も う必要なしヽものを手放す時です。のんび

ギ予 :裾1亀を雇雪を密尋警ぼ|ら法法こと
ク
1「そ:畳

に座  し つヽもよりも細かしヽ事が気になつてしましヽ

6/22そ うf…
…あまり神経質になると疲れてしま

7/と2 うので、おおらかに。★植物園  ◆ マフラー

皓 7?3
8/22

が
σ

座
閣
～
像

め

８

　

９

淀
爺

素晴らししヽアイディアがひらめく時です。
物事を動かす絶好のチャンス r 自 信を持
つて前進してくださしヽ。

★図書館  ◆ 淡いピンクの服

上手にストレスを発散しましょう r 人 と
の約束が画lalになつてしまつてもドタキャ
ンしなしヽように心と時間に余裕を持つて。

★ホームセンター  ◆ 緑の石

身近な人達とゆっくり話す時間を持つと
良しヽ気分転換ができそうです。乗り換え
など交通のミスに注意 r

★ CDシ ョップ  ◆ 緑茶

思しヽ切つて整理整頓をして、いらなしヽ物
を一掃させましょう。心もスッキリして、
やる気もアップします。

★アロマシヨップ  ◆ 掃除

気がつかなしヽうちに疲れがたまつてきて
しヽるみたしヽです。周囲への心配りも大切
に、心が狭くならないように気をつけて。

★花屋  ◆ スカーフ

やらなくてはしヽけなしヽことが山のようにあ
り、自分の時間が取れなくなりそう………。
あまり頑張りすぎないように r
☆親戚の家  ◆ J さヽめのパッグ

自信が高まつてしヽる時で、目標に向かつ
て迷しヽなく進める時。でも完璧主義|よほ

さをり座

10/23
?      ;

1 1 / 2 1

いて座

偉|」ほ千

爺裾
みずがめ座

」li:
うお座

とや   :|を:
☆スポーツセンター  ◆ カラーポニルベン
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お 畿

缶B強

tr汽

「身体を動かすことは健康にいい」

と解つていても、なかなが実行には移

せないものです。まずは、自宅ででき

る簡単なス トレッチやエクササイズか

ら、始めてみませんか。あなたの健康

づくりに、ぜひ役立ててください。

'),       Ⅲ     ⅢⅢ      f      i

足の痛みをとりのぞくために、ます太ももの前画、

すね、そしてアキレス腱と足首を、ゆっくりと伸ば

してみましょう。「しヽま、どこを伸ばしているか」を

意識しながらおこなうことで、効果が上がります。

鵡
ち，
ｒ
ｉ
晶
輯

●

Ｅ
Ｅ
■
■

①①

②②②

F

右ひざを立てて座り、左足は

曲げ、すねから足の甲までを

床につける。

左ひざを曲げたたまま、ゆつ

くりと上体に向かつてヨ|き上

げることで、すねを伸ばす。

次に足を変えて、交互に 3回

から5回くりかえす。

左ひざを立て、両手を前につ

いて座る。右足は曲げてすね

から足の甲までを床につける。

患を吐きながらゆつくりと上

体を前に倒し、両手で立てた

方のひざを抱え、体重をのせ

てアキレス腱と足首を伸ばす。

足をいれかえて、交互に 3□

から5回 くりかえす。

，
Ｍ
ｙ
●
、
9A

おうちで

ドレ雪軍勁タ

足の痛みをとりのぞ<①

両足を前に出して座つてから、

背筋を伸ばし、左ひざをすね

から足の甲までを床につける

ように曲げる。両手をついて

上体を後ろに倒し、太ももの

前面を伸ばす。

ひざが床から離れないように

注意しながら、そのままゆつ

くりと上体を床につける。次

に足を左右いれかえて、同様

に行なう。



起
き
上
が

っ
て
座
る
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
ら
次

は

〈立
ち
上
が
り
〉

で
す
。
自
力
で
立
ち
上
が
る
こ
と
は

「歩
く
」
た
め
の
準
備
と
し
て
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
立

つ
動
作
を
介
助
す
る
と
自
力
で
立

っ
て
い
ら
れ
る
人
は
多

い
も

の
で
す
。
必
要
な
場
合
は
介
助
を
し
て
立
た
せ
、
で

き
る
だ
け
自
力

で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し

ょ
う
。
手
す
り
な
ど
を
使

っ
て
ト
イ
レ

や
食
堂
ま
で
歩

い
て
い
け
る
と
思
う
と
、
被
介
護
者
も
意

欲
を
持

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
腰
掛
け
座
位
か
ら
立
ち
上
が
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
足

の
力
が
弱
ま

っ
て
い
る
と
立
ち

上
が
る
動
作
は
な
か
な
か
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
姿
勢

が
不
安
定
に
な
る
た
め
転
び
や
す

い
の
で
十
分
注
意
し
て

練
習
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
移
動
用
バ
ー
を
支
え
に
使

い
ま
し
ょ
う
。
片
手

で
バ
ー
を
握
り
、
ま
ず
は
前
屈
み
の
姿
勢
を
取
り
そ
の
ま

ま

の
状
態
で
腰
を
浮
か
せ
、
上
体
を
仲
ば
す
よ
う
に
し
ま

す
。
こ
れ
だ
と
少
な

い
力

で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
介
助
は
動
作
を
見
な
が
ら

「体
を
曲
げ
て
」
「
腰
を
浮

か
せ
て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
か
、
腰
を
持
ち
上
げ
る
際
に

後
ろ
か
ら
支
え
る
よ
う
に
し
て
手
伝

い
ま
す
。
椅
子
を
使

っ
て
の
練
習
も
同
様

で
す
が
、
精
子

の
ひ
じ
掛
け
は
引

っ

張
ら
ず
に
体
重
を
掛
け
る
よ
う
に
押
し
て
腰
を
浮
か
せ
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

自力で立ち上がる

ま

よ

深

る

か

す

を

げ

つ
押

体

曲

に

へ
上

に

一
万

て

み

バ

下

し

屈

２
峯
輸

腰掛け座位からの立ち上がり

椅子を使う場合

1 腰 を少し前に
ずらし、足を自分
1則|こヨ|<。

31そ のまま腰を
浮かせる。

1 マ とがない万
の手で椅子のひじ
推卜けにつかまり、
上体を前屈み|こす
るように曲|ずる。

4伸ばすように
上体を起こす。

ひじ掛けほヨ|
つ張らず|こ必ず才甲
して、腰を浮かせ
るようにして立ち
上がる。
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ような場合には、早めに医師に 【1歳半健診で相談してみると

泰 室

ことばの遅れ

【ことばの発達】
一般に子どもは、 1歳 半を過

ぎるころから 「わんわん」や

「まんま」などの意味のある 1

語文を話しはじめ、 2歳 ころか

ら 「わんわん、いた」や 「まん

ま、ちょうだい」といった2語

文を、 3～ 4歳で3～ 4単語を

使った会話ができるようになり

ます。とはいえことばの発達は

個人差が大きく、2歳 を過ぎて

も数語しか話さない子もいます

ので、ほかの子よりことばが遅

いからと言って、神経質になり

すぎる必要はありません。

しかし中には発達障害などの

ため専門的な治療を必要とする

ケースもありますので、以下の

ポイントで気がかりな点がある

相談してください。

【聞こえているでしょうか?】

聴力に障害があるとことばが

聞こえず、あるいは正しく入っ

て来ないので、ことばを理解で

きず、また正しく発音もできま

せん。呼びかけても振り向かな

いときや、音楽に興味を示さな

いときなどは、できるだけ早く

耳鼻科を受診して聴力検査を受

けましょう。

【感情の疎通ができますか?】

微突めば微笑み返すといった

感情の疎通や、周囲への関心が

感じられないときには、自閉症

などの症状も疑われます。

【ことば以外の発育はどうでし

ょう?】

ことばを発するためには唇、

舌、日蓋、喉の発達も欠かせま

せん。ほかにも先天性の問題や

事故、脳炎などにより知能全体

の発達に遅れが出て、ことばが

遅れることもあります。

お薬

お薬は、どこに保管すればいいの?

の部屋にある収納棚や、タンス

の下側に、缶の箱などに乾爆斉」

を入れて保管します。ただし、

キッチン、洗lal所や、風呂の近

くは湿度が高くなりやすいので

避けましょう。
一方、カビや雑菌、湿度の影

響を受けやすい液斉」、シロップ

斉」、坐薬は冷蔵庫での保管が基

本となります。点眼薬のうち、

「冷所保存」「10℃以下」などの

いいでしょう】

そうした疑いがなければ、い

まはたくさんのことばを聞くな

かで、理解する力が蓄積してい

る過程です。時期が来れば自然

と話せるようになるものです。

おおらかな気持ちで子どもに

向かい合って、いろいろ話しか

け、絵本を読んだリー緒に遊ん

だりしてコミュニケーションを

楽しみましょう。

受診の必要がないようでも、

気になることがあれば、例えば

各自治体で行なっている1歳半

健診のおりなどに、医師に相談

してみるといいでしょっ。

こ こ ガ ポ イ ン ト

ことばの発達は個人差が

大きいものですが、気に

なることがあれば医師に

相談してみましょう。

指示を受けたものも、冷蔵庫で

保存します。

なお、錠斉」やカプセル斉」の冷

蔵庫保管をすすめる意見もあり

ますが、冷蔵庫から出す時に、

室内との温度差によって、薬に

湿気が移りやすくなるのでおす

すめしません。カロえて、効能や

効果、使用上の注意が分かるよ

うに、タト箱と説明書も一緒に保

管しましょう。

また家庭のくすり箱は1年に
一度はチェックし、使用期限切

れのものや、変色や変形したも

のは捨てましょう。

薬はほとんどが化学物資でで

きています。いろいろな条件に

左右されて成分が分解されたり、

変化したりして、品質や効果が

低下していきます。薬の劣化に

影響を与える主な原因は、光 ・

高温 ・湿気です。ですので直射

日光が当たらず、涼しく、湿気

がこもらない場所に保管するの

が基本です。錠斉」、カプセル斉」、

散斉」(粉薬)、軟膏などは、北lRl
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Htt  T

椰t刷

之
票
な
無情
駄 報
な を
く
的
艇
に

症
状
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
で
、
よ
り

的
確
な
診
断

・
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
初
診

の
場
合
は
、
医
師
は

初
対
面
の
息
者
を
診
察

・
治
療
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、
情
報
が
多

い
方
が
宅
ま
し

い

の
は
確
か
で
す
が
、
必
要
な
情
報
を
無
駄

な
く
伝
え
る
こ
と
が
第

一
で
す
。

い
つ
か
ら
　
ど
こ
が

ど
の
よ
う
に

医
ＲＩｌｊ
に
―ユー
え
る
ホ
イ
ン
ト
と
は
、
何
Ｈ

立削
の
何
時
こ
ろ
、
何
を
し
て
い
る
と
去
にヽ
、

ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
な
症
状
を
起
こ
し
た

か
。
そ
し
て
、
そ
の
症
状
は
ど
の
く
ら
い

続

い
て
、
ど
の
程
度

の
頻
度
と
範
囲
と
で

, 1

1

あ
ら
わ
れ
、
そ
の
症
状
に
変
化
が
あ
る
か
、

ど
う

い
う
経
過
を
た
ど

っ
て
い
る
か
。

さ
ら
に
、
例
え
ば
同
じ

「
痛

い
」
で
も

鈍

い
姉
み
か
刺
す
よ
う
な
茄
み
か
、
ま
た

は

「ず
き
ず
き
」
痛

い
の
か

「き
り
き
り
」

痛
む
の
か
。

で
き
る
だ
け
共
体
的
に
話
す
こ
と
で
、

医
師
は
正
し

い
判
断

の
材
料
に
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
ど
う
し
た
ら
そ
の

症
状
が
米
に
な
る
か
、
併
発
し
た
症
状

の

有
無
も
判
断
の
材
料
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
の
匠
者
の
診
察
を

受
け
た
か
ど
う
か

も
し
も
そ
の
症
状
に
つ
い
て
、
す
で
に

ほ
か
の
医
師

の
診
祭
を
受
け
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
こ
で
ど
う

い
う
診
断
を
受
け
た

か
、
ど
う

い
っ
た
治
球
を
受
け
て
、
ど
ん

な
来
を
処
方
さ
れ
た
か
、
経
過
は
ど
う
か

診

察

室

で
医
師

と
向

か

い
合

っ
て
、
緊

張

か

ら

、

あ

る

い
は
発

熱

で
朦

朧

と

し

て

い
た
り

し

て
、
思
う

よ
う

に
症

状

を
伝

え

ら

れ

な

か

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ

ん

か

？
　

申

告

す

る
内
容

を
忘

れ
な

い
た
め

に

も

、

必

要

な

ポ

イ

ン
ト

を
書

き
出

し

て
、

そ

の
メ

モ
を
持

参

し

て
診
断

を
受

け

る

の
も
効

果
的

で
し

よ
う

。

生活スタイルの質問例

本くらい) 「 吸わなしヽ

くらい) EE飲 まなしヽ

□増えている  □ 変わらなしヽ

□してい

1)タ ノヽコ

「吸う (1日

2)お 酒

□飲む (1日

3)体 重

□減つてしヽる

4)運 動
□している

5)睡 眠時間
「平均   時 間

な
ど
を
、
は

っ
き
り
と
医
師

に
伝
え

て
下

さ

い
。

そ
れ
に
よ

っ
て
は
、
ま
た
別

の
治
療
を

施
し
た
り
、
達

っ
た
業
を
処
方
し
た
方
が

よ
り
効
果
的
と
判
断
さ
れ
る
坊
令
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
を
的
確
に

症
状
を
ほ
党
る
Ｄ
リ
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ヘルス・アップ・ノート

H膝

頭痛の伝え方のポイント

痛みのために会社や学校を

休んだことはあるか。

どんな乗を、いつ、どのくらい

どんなとき、

なにをしたと

きに痛みが

強くなるか。

頭のどこが

痛むのか、

どんな痛み

か。強さは。

いつ、どんなお、うに痛みが

始まるか。

いつまで続いたか。その頻度は。

かかりつけ医を持ちましょう

T   か かりつけの医師がいれば、信頼関係も築けて

甲p き ますので、息者側も症状を説明しやすく、また

医師側も長期にわたってその息者を診祭している

ので、診断や治療をしやすいことでしよう。

かかりつけ医を選ぶポイントは、

甲     ・ 患者
の話をよく聞いてくれること。

・病気や治療法、薬などについて、納得のいく

説明をしてくれること。
・必要に応じて専門医を紹介してくれること。

各科の専門のかかりつけ医がいれば理想的です

が、総合的に病気や健康の管理を行なうためには、

まずは内科医を選ぶのが一般的でしょう。長くつ

きあって行くためには、自分に合った医者を選ぶ

ことが大切です。

急な病気のときや、

病気の予防 ・早期発

見のためにも、健康

な人もぜひ、信頼の

できる 「かかりつけ

医」を持ちましょう。

続
歴
　
服
用
中
の
薬

７
レ
た
ギ
ー
の
有
毎
中

い
ま
ま
で
に
ど
ん
な
病
気
に
か
か

っ
た

か
、
以
前
に
同
じ
症
状
に
な

っ
た
こ
と
が

あ
る
か
。
自
分
の
病
歴
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
や
親
類
、
同
居
者
な
ど
の
病
歴
も
参
考

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
常
用

の
薬
や
服
用
中
の
薬
が
あ
れ
ば
申
告
し
て

下
さ

い
。
ま
た
、
ど
ん
な
食
事
を
摂

っ
た

か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
は
あ
る
か
な
ど
も
大
切

な
判
断
材
料
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
に
関
し
て
は

「
お
く
す
り
手
帳
」
の

活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
「
お
く
す
り

手
帳
」
に
は
、
処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や

服
用
す
る
量
な
ど
が
記
録
さ
れ
ま
す

の

で
、
飲
み
合
わ
せ
の
確
認
も

で
き
ま
す
。

「
お
く
す
り
手
帳
」
は
調
剤
薬
局
で
無
料

で
も
ら
え
ま
す
。
多
く

の
場
合
、
薬
局
で

処
方
し
た
薬
の
内
訳
を
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
に

印
刷
し
て
く
れ
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
張
る

だ
け
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

医
師
は
以
下
の
よ
う
な
項
目
を
カ
ル
テ

に
書
き
込
み
ま
す
３
参
考
に
し
て
下
さ

い
。

（主
訴
）
忠
者
の
ｉ
な
訴
え
、
症
状
。

（現
病
歴
）
発
症
の
き

っ
か
け
か
ら
現

在
ま
で
の
経
過
。

（既
往
歴
）
こ
れ
ま
で
に
か
か

っ
た
病

気
、
け
が
。
手
術
歴
、
輸
血
歴
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
。

（薬
剤
歴
）
現
在
服
用
中
の
薬
、
健
康

食
品
な
ど
。
ま
た
副
作
用
の
有
無
。

（家
族
歴
）
配
偶
者
や
血
縁
者
な
ど
が

か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
病
気
。

（生
活
歴
）
喫
煙
、
飲
酒
習
慣
な
ど
。

（職
業
歴
）
こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
職
業

を
経
験
し
た
か
。

（渡
航
歴
）
最
近
の
特
に
外
国
旅
行
の

有
無
。
そ
の
地
域
に
特
有
の
感
染
症
を

疑
う
き

っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

（動
物
飼
育
歴
）
人
畜
共
通
感
染
症
や

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
息
を
考
慮
す
る
う
え
で

必
要
で
す
。

p
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近隣の

透うかあ歩を誘をタリ圧重ッとラ_唇築腎里

あかみちクリニック|よ平成23年 7月 ]日

に沖縄県中部、赤道十字路より知花十字路

向|ナ新赤道通りに開院しました。

近隣に|よ子供達に人気のあるミニミニ動

物園もあり、裁半」所通りとの同道路になる

為立地的にも比較的分かりやすい場所にあ

ります。

当院|よ車イスや介護が必要な方でも通院

しやすしヽ様バリアフリーになつております。

女性スタッフによる診療の為丁寧なケア

を目指し幅広い皮フの病気やお悩みに対応

し、少しでも地域の皆様にお役に立ちたい

と考えておりますを

皮フトラブルに賛するお とみ|よお気軽に

こ相談下さい.

〒904-2245沖 縄県うるま市字赤道369番 地

下ELi 098-973-9100

FAX:098-973-9]1]

◎診 療 科

◎診 療 国

○月・火・金`土l窪………午前9!00～ ]2!00午 後 ]i00～6i00

(最終受付 午 前 1]i30/午後5i30)

○休診日……水l窪 土 l程 祝 国 ・年末年始

○国l淫診療も行つています

受付

皮フ科

月 火 水 本 金 主 日

午 前 ○ ○ × ○ ○ × ○

午 後 ○ ○ × ○ ○ × ○

院長 川 崎恭子

翅

スタッフー同

待合室

14



許署紹介コー十一
<治 験センターの業務>

当院では徳洲会グループ病院の トップを切って2006年 9

月に治験センターを設置し 「治験外来」を開始しておりま

す。当センターには 「治験コーディネーター (CRC)」 と
して薬剤師や看護師、検査技師、事務職が常駐し、患者様
や医師、治験依頼者の架け橋として治験全般をサポートし

ています。とくに患者様に安心して治験に参加していただ

けるよう患者様の人権、安全の確保、また、プライバシー

を守ることを最優先とし、加えて、治験の倫理性 ・科学性
の確保と円滑な実施を目指して日々業務を行っております。
また、がんベプチドワクチン療法などの臨床研究やゲノム

解析プロジェクト、ファーマヨゲノミクスなどの先端的な

研究にも参加協力しております。
これからも、皆様のご期待にお応えできるようスタッフー

同努力してまいりますので、宜しくお願い致します。

<治 験コーディネーター (CRC)の 主な業務>
・被験者のケアを中心とし治験に対する不安や疑間にお答
えします。
・治験参加のための医師の治験説明の補助を行います。
・被験者の来院日程や検査予定の調整などのスケジュール

管理を行います。
・診察に立会い被験者の体調や薬の副作用などについて細
心の注意を払います。
・検査データの収集や症例報告書の作成補助を行ないます。
・モニタリングなどの治験依頼者の対応を行います。

<治 験とは>

「くすり」は病気に効果があり安全で危険性が少ないこと
が重要となります。

当院は、下記の事項を連守して、「いつでも、どこでも、だれ
もが勲いして最善の医療を受けられる社会」を目指します。

◆基本理念◆

せいめい生命だけは平等だ
一―

◎生命を安心して預けられる病院

◎健康と生活を守る病院

◆基本方針◆
1年 中無休 ・24時 間オープン

2患 者様からの贈り物|よ―切受け取らない

3医 療技術 ・診療態度の向上にたえす努力する

◆患者様の権利◆
1平 等かつ安全で良質な医療を受けることができます。
2こ 自身の病気や治療方針について、分かりやすく十分

な説明を受けることができます。
3医 師から提示された治療方針につしヽては、患者様こ自

身で選択し、決定することができます。
4患 者様のプライバシー|よ常に保護 ・尊重されます。
5当 院に対する 「意見 ・要望 ・苦1青」は遠慮なく申し出
て下さしヽ。

6所 定の手続きにより診療録及び診療報酬1明細書の開示

を求めることができます。

フ 患者様は、他院を含め主治医以外の医師の意見 (セカ

ンドオピニオン)を 聞くことができます。

8個 人の尊厳|よ保たれます。

15

滅 祇
医療法人 沖縄徳洲会 中 部 徳 洲 会 病 院

【治験センター】

そこで、その 「くすり」の開発の最終段階に、患者様の
同意を得た上でご協力いただき、有効性(効果)や安全性(
副作用)を調べなければなりません。国から「くすり」と
して認めてもらうために行う臨床試験のことを「治験」と
言います。皆様が現在服用されている「くすり」も治験と
いう臨床試験を経て承認され誕生した 「くすり」です。

私たち|よ憲者様の病を癒す事を目的とし、人間の生と死と病

に直接関わる医学 ・医業の職業専門家として、社会的 ・倫理

的貢任を負しヽ、人間の尊厳と憲者様の人権を守り、患者様中

心の医療 ・看護に向|ナて医療技術 ・診療制度の向上に絶えす

努力し、その使命と義務を遂行することを誓しヽます。

①私たちは人間の尊厳への同情と尊重の念をもつて適切
な医療を与えることに貢献しなければならなしヽ。

②私たちは法律を遵守するとともに、患者様の利益を守
るための努力すべき責任を負わなければならなしヽ。
③私たち|よ患者様の権利を尊重し、法律の制約の範囲内
で患者様の秘密を擁護しなければならない。

④私たち|よ医学的知識 ・医療技術の向上に絶えす努力し
なければならなしヽ。また相互に関連する情報を患者様
及び一般の人びとに提供及び公開しなければならない。

⑤私たち|よ地域社会を改善するための諸活動に積極的に

参加し地域社会に貢献しなければならない。

⑥私たち|よヘルシンキ宣言 ・リスボン宣言 ・ジュネーブ
宣言を尊重し、それに法つて日頃の医療活動に当たら
なければならない。
※ヘルシンキ宣言(ヒトを対象とする医学研究の倫理的原則)
※リスボン宣言 (患者の権利に関する世界医H ll会“言)

※ジュネーブ宣言 (医の倫理の国際綱領)

倫

品鮮品孟岳モは



8水

とlQ3______盗3・
●達回記念の日       寄

◆
・

0日             蟹

・

lF~it,「百
~~~~~~~~~――――――――――

f京,
・14火

t15水

・
21火

・
28火

むかし使った、楽しんだシリーズ…0

昭納

日召禾日33年 (1958年 )は岩戸景

気と呼ばれ、約 10年 後に訪れ

る高度成長の黎明期だつたのか

もしれません。今70歳 の方が

高校3年生で、青春の真只中に

輝しヽてしヽた、昭和でも屈指の年

をほ、り返ってみましょう。

先す|よヒット商品、スーパーカ

ブ(本田技研)。50ccで 時速

70krrl、車体がボロボロになつ

てもまだ動く優れもので今なお

現役。この年、テレビに颯爽と

登場した月光仮画の愛車でもあ

りました。もう一つが軽自動車

の手軽さなどが受けて、「てん

とう虫」と称されたスバル36①

(富士重工)。曲線を多用化した

ユニークな形状は居住性を重視

した室内空間、360ccの エン

ジンで大人4人 が乗つて時速

1912    1926            1989

1大 正 1  昭 和  1平 成

ロ

80krln以上に達しました。

他に列記してみますと、列島

を爆発的に振り回したのがフラ

フープ。渡辺製菓の粉末ジュー

スのもと、自元の防虫斉」パラゾ

ール、日本初の缶ビー)Ⅸアサヒ)

1フ0円、日清のチキンラーメン、

エポック社の野球盤、駅弁の定

番 「峠の金めし」、グリコのア

ーモンドチョコレート、これ|よ

箱に入つてしヽるだけでも画期的

なことでした。
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節分の日に鬼さんから手紙が届きました。が、どうやら暗号のようです。
ヒントを参考に解読してみましょう。
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の
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江戸 1 明治

林い文字からスクートし
一筆書をの要領で

鈴みすすめると簡単だよ。
マスは1太学だからね
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